




〔研究計画〕 

小児慢性疾患の疫学を中心とした研究のうち,昨年度は,小児慢性特定疾患として給付を受

けた者を対象として,その実態を病名別に明かにすると共に,各症候群別に,専門医による

分担研究により,より正確な分析を行なった。本年度は,特に他の全国的調査による症候群

別の比較検討を行なうと同時に,各専門分野における問題点をとり上げて,その追跡調査を

行なった。夫々分担研究者の研究主題は以下の如くである。 

更に本年度に於ては,班員に駿河敬次郎氏を加えて,小児の外科的疾患に関する研究,特に

小児外科医療の進歩に伴なって,生存例の長期予後とnext generationに対する影響を考え

るため,育成医療給付の実態を中心に疫学的研究を行なうことにした。 

(1)小児慢性疾患,特に公費負担喘息患者の実態調査      分担研究者 飯倉洋治 

(2)小児膠原病の疫学的研究－リウマチ熱,若年性関節リウマチを中心に－   大国真彦 

(3)小児慢性腎疾患の疫学調査成績－地域別有病数と各疾患の医療費交付期間について 

                                                                     北川照男 

(4)小児慢性疾患の実態,フォローアップに関する研究－糖尿病－      高倉厳 

(5)小児慢性疾患,特に悪性新生物と血液疾患に関する研究         長尾大 

(6)先天性代謝異常症の登録資料とスクリーニング成績との比較検討     矢田純一 

(7)公費給付台帳に基づく小児内分泌疾患実態調査の問題点         加藤精彦 

(8)小児の外科的疾患に関する研究                    駿河敬次郎 


